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“General Education in a Free Society” 

Chapter Ⅲ 

 

①「GEは、個人に備わっている能力（people’s native gifts）を自由にする（←→狭め
る）ことによって、社会を豊かにするよう努めるべきだ」と考えられている。（97-98） 
 

＞この文中の「freeing」とはどういうニュアンスか？ 

 （「開花」か？「解放」か？）  

 

 

② The first proposition is at once a confession and a question  

        ― a confession of ignorance and a question calling for answer. （93） 
 

＞a confession of ignorance とは何を指しているのか 

（そもそもどう訳すのか。「無知の告白」？「無学の自認」？） 

 

 

 

③ 職業教育を行うコース（vocational and manual courses）であっても、技能の教授に
終始することなく、より高次な目的（higher ends）に基づいて行われる必要があるとさ
れている。（95） 

 

＞だとすれば、GEで教授される内容が拡散してしまう可能性がある。 

＞GEの内容は何によって規定されるのか。 

＞第 4章以下では、カリキュラムの内容が何によって統合されているか、に注目して読
んでいく必要がある。 

 


